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　２　がんとその予防


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①がんとは
□がんは、正常な細胞の（　遺伝子　）がきずついてがん細胞に変化し、そのがん細胞が無秩序に増殖して（　器官　）の働きを侵してしまう病気です。細胞の変化によってがん細胞ができるため、がんはいろいろな器官で起こります。
□がんの主な原因は、（　生活習慣　）、細菌・ウイルスです。生活習慣では、（　喫煙　）、飲酒、（　塩分　）のとりすぎや野菜・果物の摂取不足などの食生活、（　運動不足　）などの関連が明らかになっています。
□細胞の変化や生活習慣の積み重ねが、がん細胞の発生に関係するため、（　長生き　）もがんの要因の一つとなります。がんは誰もがなりうる病気であり、日本では現在、およそ二人に一人が一生のうちになるといわれています。
②がんの予防
□（　禁煙　）、節酒、食生活の見直し、身体活動、適正体重の維持を行うことで、がんになる危険性を減らせることがわかっています。また、細菌やウイルスについては、検査で感染が明らかになれば、（　除菌　）などの対処が可能になります。
□がんの予防や進行の防止には、（　自覚症状　）がない段階での早期発見が有効で、そのために（　がん検診　）の受診が大切です。現在ではさまざまな治療法があり、早期発見・早期治療により、（　回復　）したり、進行を食い止めたりできるようになってきています。
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